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令和７年度 瑞浪市防災会議議事録 

 

開催日時：令和８年３月６日（金） １４時００分～１５時００分 

 

開催場所：瑞浪市保健センター ３階大会議室 

 

出 席 者：２６名 

 

代理出席：５名（国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所長、NTT 西日本株

式会社岐阜支店災害対策室長、多治見警察署長、陶都信用農業協同

組合長、瑞浪商工会議所会頭） 

 

欠 席 者：４名（中部電力パワーグリッド株式会社多治見支社副支社長、土岐医師会長、

瑞浪郵便局長、瑞浪災害救援ボランティア） 

 

事 務 局：５名（正村理事兼総務部長、危機管理課：安部課長、 

防災係：石原係長、正村、中平） 

 

議   事：令和７年度瑞浪市地域防災計画の修正（案）について…資料事前配布 

 

報告事項 

 

① 令和７年度防災訓練の実施状況について     ・・・・・・・・資料１ 

② 防災資機材備蓄・避難所研修会について     ・・・・・・・・資料２ 

③ 職員災害対応訓練について           ・・・・・・・・資料３ 

④ 必需物資の確保対策・災害に関する協定について・・・・・・・・資料４ 

⑤ 防災気象情報の改善について         ・・・・・・・・資料５ 
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次第・発言者 内    容 

開会 

事務局：正村理事 

 

 

会議の公開等 

事務局：正村理事 

 

 

 

 

 

 

 

資料の確認 

事務局：正村理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただ今より令和７年度瑞浪市防災会

議を開会いたします。私は、瑞浪市役所理事兼総務部長で危機

管理室長の正村と申します。よろしくお願いいたします。 

 

会議に入ります前に、会議の公開と会議録の作成につきまし

て、予め皆様にご了承をお願いいたします。 

本会議は、公開の対象となりますので、傍聴席を設けており

ます。 

また、会議録作成のために本会議を録音させていただくこと

と、作成した会議録につきましては、本市のホームページで公

開をいたしますので、併せてご承知おきいただきますよう、お

願いいたします。 

 

引き続き、資料の確認をさせていただきます。 

事前にお配りさせていただきました資料につきましては、 

「《令和７年度》瑞浪市地域防災計画修正要旨」 

「《令和７年度》瑞浪市地域防災計画新旧対照表」 

「別紙１」から「別紙９」でございます。 

また、本日、お席にお配りさせていただいております資料で

すが、上から順に 

「令和７年度 瑞浪市防災会議次第」 

「瑞浪市防災会議委員名簿」 

本日の「席表」 

「瑞浪市防災会議条例」 

「資料１ 令和７年度防災訓練の実施状況について」 

「資料２ 防災資機材備蓄・避難所研修会について」 

「資料３ 職員災害対応訓練について」 

「資料４ 必需物資の確保対策・災害に関する協定について」 

「資料５ 防災気象情報の改善について」 

 でございます。 

お手元の資料に不足などがございましたら、事務局までお申

しつけください。よろしいでしょうか。 

 では、進めさせていただきます。 

瑞浪市防災会議委員につきましては、お配りさせていただい

ております委員名簿のとおり、市長のほか、２９名の皆様に委

員をお願いさせていただいております。本来であればおひとり

おひとりに委嘱状をお渡しするところではありますが、時間の

都合により机上に配布させていただきました。よろしくお願い

いたします。任期は２年以内と定められておりますので、令和

９年３月３１日までとさせていただいております。皆様それぞ

れの役職によりお願いしておりますので、異動等があった場合
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事務局：正村理事 

 

 

 

 

 

 

 

会長（市長）挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には残任期間となりますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

次に、本会議の会長でございますが、瑞浪市防災会議条例第

３条第２項、「会長は、市長をもって充てる」の規定に基づき、

水野市長が会長となるものでございます。 

 それではここで、会長である瑞浪市長 水野光二より、ご挨

拶を申し上げます。 

 

 皆様、こんにちは。大変お忙しいなか、日ごろからお世話に

なっております、国、県の出先機関の長の皆様をはじめ、各種

企業の皆様、そして市内で活躍していただいております各種団

体の皆様がお揃いになりまして防災会議が開催できますこと

を改めまして心から感謝を申し上げます。皆様方の日ごろから

のご理解とご支援がありまして、瑞浪市も安全安心な街として

運営する事が出来ていると思います。 

 今年度に関しましては、今まで大きな災害も無く、落ち着い

た１年であったと思います。市内で行われた各種イベントを順

調に開催する事が出来たことも良かったと思っております。 

古い話になりますが瑞浪市では昭和４７年、小里川が大氾濫

して、陶地区、稲津地区で土砂災害が発生し、６名の方が被害

にあわれて亡くなられました。その中には消防団員として救助

活動中に土砂災害に巻き込まれてお亡くなりになった方もお

見えになりました。それをきっかけに小里川ダムが建設され、

同時並行して、土岐川和合狭窄部の大規模改修によって、この

二十数年間は河川氾濫による大きな災害はなかったと思いま

す。ただ、大湫の大杉が倒れたり、法面が崩れて国道１９号線

が通行不能になったりというＮＨＫのトップニュースで流れ

るくらいの災害もあったわけでございます。瑞浪市といたしま

しては、市だけではすべての災害に対応することは当然不可能

でありますので、各関係機関の皆様にご支援をいただいて乗り

越えなければならないと思っております。その他にもいろいろ

な企業さんと現在７７の応援協定を結ばせていただいており、

つい先日も、いろいろな防災の資材を扱う大手商社と協定を締

結し、災害時にいろいろな資機材を提供していただけるという

ことになりました。 

また、瑞浪市では、防災士、防災リーダーの養成に取り組ん

でまいりました。その中で、有志の方々が１００名ぐらい集ま

ってみずなみ防災会という組織を編成し、日ごろは各地域の防

災訓練に講師として、消防職員と一緒に指導していただくとい

う活動をして頂いております。現在市内全域で約３００人の防

災リーダーがみえます。いざ災害が起きた時には各地区でリー

ダーとして活躍していただけるよう取り組みを進めておりま

す。これからもまだまだ大きな災害が起きる可能性が十分あり

ます。特に災害が激甚化しておりますので、それに備えるため
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会長（市長）挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員紹介 

事務局：正村理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局紹介 

事務局：正村理事 

 

 

 

成立報告 

事務局：正村理事 

 

 

 

議長の指名 

事務局：正村理事 

にも、もっともっと強固な防災体制を作っていかなくてはいけ

ない、防災リーダーを養成していかなければいけないと思って

おりますので、皆様にもご理解、ご協力をいただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

 本日の防災会議でございますが、議題といたしましては「令

和７年度瑞浪市地域防災計画の修正案について」を審議いただ

くことになっております。それぞれの立場で、忌憚のないご意

見ご提案を頂いて、実のある防災計画にしていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いします。 

 それではこれより会議に入らせていただきますので、よろし

くお願いします。ありがとうございました。 

 

 

続きまして、委員の皆様方のご紹介でございますが、お手元

の委員名簿と席表をご覧ください。委員の皆様のご紹介につき

ましては、自己紹介でお願いをしたいと思います。なお、名簿

番号「８番：中部電力パワーグリッド株式会社多治見支社 副

支社長 岩佐 充浩様、１７番：土岐医師会長 勝股眞人様、

２５番：瑞浪郵便局長 髙栁克浩様、２７番：瑞浪災害救援ボ

ランティア 高木雅信様」につきましては、ご欠席の連絡をい

ただいております。 
 

それでは、名簿番号２番、多治見砂防国道事務所長代理、丹

羽様より、名簿順に自己紹介をお願いいたします。 

 

（名簿順に自己紹介） 

 

 続きまして、事務局を紹介させていただきます。 

こちらから、危機管理課長の安部、係長の石原、防災担当の正

村と中平でございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

本日の会議の成立につきましては、瑞浪市防災会議条例第５

条第２項の規定に「過半数の出席」とございます。 

委員総数３０名中、出席者は過半数を超えておりますので、

本会議が成立したことを、ここに、ご報告いたします。 

 

それでは、議事に入ります。議事の進行につきましては、 

瑞浪市防災会議条例第５条第１項の規定により、会長が議長を

務めるとされておりますので、会長である水野市長に議長の職

をお願いいたします。 

水野会長、よろしくお願いいたします。 
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※議 事 

議長（市長） 

 

 

 

 

 

事務局：安部課長 

 

議長（市長） 

 

 

 

議長（市長） 

 

 

 

 

 

瑞浪市防災会議条例の規定に基づきまして、会議の進行を務

めさせていただきますのでよろしくお願いします。 

それでは、「議事 『令和７年度瑞浪市地域防災計画の修正

（案）』について」 

事務局、説明をお願いします。 

 

（地域防災計画修正案 内容説明） 

 

ただ今、説明のありました「瑞浪市地域防災計画の修正（案）」

につきまして、お気づきの点、ご意見、ご質問等ございました

ら、ご発言をお願いします。 

  

 それでは、ご意見、ご質問等も無いようですので、ここでお

諮りしたいと思います。 

 

「令和７年度瑞浪市地域防災計画の修正（案）」につきまして、

ご承認いただける方は、「拍手」をお願いします。 

  

拍手多数により、承認されました。 

※報告事項 

議長（市長） 

 

 

 

 

事務局：石原係長 

 

議長（市長） 

 

 

西尾消防団長 

 

 

 

事務局：石原係長 

 

 

 

 

西尾消防団長 

 

 

 

 

続きまして「５ 報告事項」でございます。 

資料１の「令和７年度防災訓練の実施結果について」から 

資料５の「気象防災情報の改善について」を事務局より一括し

て報告をお願いします。 

   

（配布資料を基に内容説明） 

 

ただいまの報告につきまして、ご質問、ご意見等ございます

か。 

 

報告事項資料４の災害時協力井戸制度の創設について、生活

用水というのは基本的には洗濯や掃除に使うということで、飲

み水は考えていないということですか。 

 

地震などの際には、事前に水質検査をしていたとしても、水

面の変化で枯渇してしまったり、水質の悪化ということも懸念

されますので、今回は生活用水に限った使用ということで、災

害時協力井戸制度を創設する事としております。 

 

生活用水ということであれば、生コンプラントは大量の水を

使用するため、井戸を使っていることが多い。災害時には生コ

ンプラント会社の協力も考えて頂ければと思います。 
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事務局：石原係長 

 

 

 

 

 

議長（市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（市長） 

 

 

 

 

今回の制度については事業所なども対象としておりますの

で、そういった会社にも声をかけさせて頂きたいと考えており

ますし、商工会議所様にもご協力を頂いて、関係の企業様にご

紹介いただければと思いますので、ご協力をよろしくお願いい

たします。 

 

想定して動いているということでよろしいですかね。このよ

うな形で、街中にある井戸がたくさんあれば良いですけど、な

かなか今、井戸を使ってみえる家庭も、地域も無くなってきて

おりますので、各企業さんがそれぞれ企業の中でお使いになっ

ている水もあるかと思いますので、そういうところの所在をは

っきりしておいて、いざというときに水を供給していただける

お手伝いをして頂ければありがたいということですね。しっか

りと商工会議所様と連携をとって事業を進めていっていただ

きたいと思います。ありがとうございました。 

その他、ご意見等ございますか。 

 

それでは今の報告で、現状を理解いただけたと思いますの

で、是非普段もご協力いただきたいと思いますし、いざという

ときにはしっかり連携をとって頂いて、対応していきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

※その他 

議長（市長） 

 

 

 

 

その他、ご発言、報告事項等よろしいでしょうか。 

 

以上で本日の議題をすべて終了させて頂きます。 

それでは、議事はこれにて終了となりますので、事務局の方

へお返ししたいと思います。 

事務局：正村理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様お疲れ様でした。長時間にわたりましてご審議頂き、誠

にありがとうございました。 

ご審議頂きました地域防災計画につきましては、市のホーム

ページに掲載させていただきますので、よろしくお願い致しま

す。 

それでは、これをもちまして令和７年度瑞浪市防災会議を閉

会とさせていただきます。 

 

本日は誠にありがとうございました。 

 

 


